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LILONG REORGANIZATION
HOUSING COMPLEX DESIGN OF SHANGHAI OLD TOWN
万柳慧
Liuhui WAN
主査　下吹越武人　　　副査　高村雅彦・渡辺真理　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　Currently in Shanghai, older persons need company, migrant workers need room to settle down, traditional 
lifestyle disappearing and old houses being replaced by tower buildings. By referencing the space of lilong 
and using the characteristic of traditional lifestyle, my design will build the connection between older 
persons and migrant workers, and inherit the old town style.
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1. 設計概要
　上海今は少子高齢化の問題に直面する。2004 年上海 60 歳以
上高齢者 / 上海人口の割合は 19％、2016 は 31％になった、二
年間 12％増えた。2018 年まで、女性の退職年齢は 55 歳、男性
の退職年齢は 60 歳、だから 60 歳以上の人はほぼ退職した。退
職の高齢者長い時間家にいる、特に一人暮らしの場合、危険性
が高い。そして 2011 年から上海の外来常住人口は 4 割くらい、
2016 からは少しだけでもちょっと減った。公営賃貸住宅が少な
いとか、不動産価格が高すぎるとか、上海の戸籍持ってないと
不動産買うのが難しいとか、いろいろな原因がある。外来人は
不安定感が強いと思う。だから私は高齢者の単独世帯と夫婦の
み世帯と収入少ない外来人に安全感を与えられる住宅設計した
い。
　そして、中国今は団地・マンション大量に建設していて、街
も広がっている。街の景色は中国の他の都市のように見える、
自分の特色を失っている。大量のショッピングモールも街の店
舗代わっているから、昔の生活の姿もだんだん見えなくなって
いる。老上海の生活はどのようなものですか、この生き方を老
上海のために保留したい、外来者に展示したい、感じさせたい。
　敷地の要素も考えて、計画の目的は三つある。
　昔からこの敷地に暮らしている、高齢者の単独世帯と夫婦の
み世帯はここに生活し続けたり、習慣をあまり変わらなくても
生活できたり、高齢者たちお互いに見守れたり、高齢者とテナ
ントお互いに見守れたりする実現できる場所を作る。
　低所得人一人暮らし外来人でも生活できる場所作る。この敷
地は政策の通り、昔の風貌を引き続きながら経済性を考えると
建築空間を高密度になると決まった。この性格を利用して、低
所得一人暮らし外来人に、簡易そして安い部屋を提供しながら、
他のテナントと地元の高齢者と交流できる場所を作る。
　旧市街の一部として、昔の風貌とテクスチャとスケール感を
引き続いて、特に方浜中路側の立面の風貌の引き続く方法を提
案する。風貌だけでなく、店舗と住宅強く繋がっている生活習
慣も敷地の文化として引き続きたい。
2.敷地
　場所は中国上海市黄浦区方浜中路福佑三期、旧市街におけ
る、商業地と老朽化住宅地間、歴史風貌保護地も隣接するとこ
ろ。旧市街に三つ特徴がある、美し古い庭とにぎやかな商店街
と大量な更新を待っている旧民居・簡易家屋・バラック。旧市
街今は有名な観光地になった、観光客が旧市街で老上海の景色
を見たい。旧市街には観光地と住宅地同時に存在している。 
敷地と周辺住宅地は昔の合院式民居大量残っているから、昔の
図1.弄堂で住民の挨拶
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図 2. 里弄入口で住民休んでいる
生き方も今でも続いている。だから敷地は昔の上海特色な生活
習慣を引き続けるちょうどいい場所と思う。
　旧市街豫園周辺はショッピングモールと小さい店舗両方存在
している。敷地は豫園周辺における、北側は方浜中路と隣接し
ている。方浜中路は都市計画のため、風貌・スケール感・テク
スチャ・幅を昔のように引続く商店街である。都市計画の原因
で豫園周辺のショッピングモールはほぼ古建築の立面模倣して
いる。ショッピングモール周辺の店舗も古建築の立面にした。
　そして敷地内の大量民居が老朽化凄い原因で、今ディベロッ
パーは敷地内と周辺住宅地の民居を回収進んでいて、全体的な
改造計画がある。
　敷地面積は（赤い細い線は上海市の建築プロパティライン、
赤い点線は方浜中路）A：3897.6 ㎡、B：4031.1 ㎡である。
3.計画概要
  
　里弄住宅は今でも上海で住宅とか商店とかホテルとかレス
トランとかとして活躍している。上海を代表できる建築遺産で
ある。旧式石庫門里弄は西洋のテラスハウスの枠と中国江南民
居の合院住宅の形式ミックスしたの住宅である。変わった現実
を満足できるように、高密度の新式石庫門と新式里弄が出てき
た。里弄住宅は明確なヒエラルキーをもっている。弄堂と天井
は私的と公的な空間の間、グレーゾーンとして住民と住民を繋
がっていながら、私的と公的な空間分けている。住民はグレー
ゾーンで生活活動したり、休んだり、交流したりする。私は高
齢者とテナントお互いに時々状況を確認できて見守れる場所を
作りたいだから、里弄住宅の弄堂と天井がいい参考になれる。
敷地内もともと合院民居と里弄住宅が存在しているから、里弄
住宅を参考にしたら、昔の風貌と雰囲気も続けられる。
△空間構成手法
・階段再編
　里弄住宅の床面高は階段の踊り場によって、高度差の変化が
多い。違うテナントと空間の使い方が満足できます。平面の廊
下空間も節約した。私の設計はこれを参考して、まず床面高を
決めて、階段を螺旋状に上昇させる。一つ平面に四つの高度差
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図 7. 敷地の場所と方浜中路の場所
図 5. 旧市街が上海における場所 図 6. 敷地が旧市街における場所
がある、高度差が自然に空間を分ける。人がスムーズに上階に
登れる、そして階の存在を弱化して、上下の隣人の交流もスム
ーズになれる。
図8.床面形成の流れ
・天井内部化
　最初里弄住宅は一つのハウスが一つの家族のために用意し
た。でも今は多くのテナント共住の状態になる。面積のために
天井の上て増築することがよく見える、天井空間も室内の一部
になった。もともとハウス内部と弄堂という共有スペースの間
に天井というグレーゾーンがある。現在ハウスは部屋になっ
た、でも部屋と階段という共有スペースの間に天井というグレ
ーゾーンがない。もしこの天井グレーゾーンが内部に導入し
て、個室と階段の間の設けると、多くのテナント間の交流の頻
度が高める。
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図 9. 最初の里弄住宅内部と外部の関係
図 11. 内部化した天井と螺旋床共に空間を構成した
図 10. 天井内部化した里弄住宅内部と外
部の関係
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△機能配置ゾーニング
　今の店舗ゾーニングは昔のように配置した。店舗は住宅の共
有スペース包まれた、公から私までヒエラルキーを明確する。
方浜中路の店舗の間口は昔のスケール再現した。この幅はモチ
ーフとして全敷地に使った。
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　住宅のインテリアは動線二つ持っている。高齢者動線とテナ
ント動線。高齢者動線繋がっている機能、例えば高齢者部屋、
高齢者共有キッチン、休みテラスなどが全部二階に置いた。二
階と地面がエレベーターで連接、高齢者の出入りはバリアフリ
ーできる。テナント動線には、一階のキッチンと食事場が弄
堂と連接する、二階または三階の共有出入り口から一階へ行く
と、高齢者動線と交差点がある。こうすれば、テナントはよく
共住の高齢者の状況が確認できる。上階の内部化天井によっ
て、テナントお互いにも交流深める。里弄の現代化再編がこの
ように実現できると思う。
図13. 機能配置ゾーニング断面図
図 12. 機能配置ゾーニング平面図
図 16. 俯瞰パースペクティブ
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図 14. 住宅内部機能配置ゾーニング断面図
図 15. 住宅内部動線
